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開
催

日
の
前

日
は
秋

雨
で
、

前
日
の

夜
ま
で

開
催
初

日
の
天

気
予
報

は
雨
予

報
で
し

た
が
、

当
日
は

天
気
が

回
復
し、

絶
好
の
く
み
ん
広
場
日
和
と
な

り
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
レ
ー
ド
か

ら
大
勢
の
来
場
者
に
恵
ま
れ
、

午
前
中
か
ら
我
々
の
ブ
ー
ス
に

も
人
が
絶
え
ず
、
耐
震
ク
イ
ズ

や
耐
震
相
談
会
の
案
内
を
見
て
、

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
も
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ

ん
が
ご
来
場
く
だ
さ
り
、
温
か

い
声
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

二
日
間
で
の
来
場
者
は
昨
年

よ
り
多
く
、
三
百
五
十
名
超
の

方
々
が
耐
震
ク
イ
ズ
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
建
築
相

談
会
で
も
、
昨
年
の
二
十
七
名

を
上
回
る
四
十
三
名
の
方
の
相

談
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
実
際

の
来
場
者
は
そ
れ
以
上
だ
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
年
の
耐
震
ク
イ
ズ
は
、
昨

年
に
続
き
理
解
し
や
す
く
改
訂

し
た
も
の
で
実
施
し
ま
し
た
。

多
く
の
方
に
地
震
の
時
に
倒

壊
し
な
い
た
め
に
建
物
に
は
何

が
必
要
か
を
説
明
し
ま
し
た
。

説
明
の
際
、
木
造
住
宅
の
骨
組

み
を
表
し
た
簡
単
な
模
型
を
使
っ

て
説
明
し
ま
す
が
、
「
耐
震
」

と
い
う
言
葉
は
ご
存
知
で
も
、

そ
の
効
果
を
知
ら
な
い
方
が
多

く
、
模
型
で
地
震
が
起
き
た
時

に
ど
の
よ
う
に
揺
れ
、
耐
震
壁

が
ど
の
よ
う
に
力
を
発
揮
す
る

の
か
を
体
感
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
皆
様
に
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

小
中
学
生
に
も
大
勢
ク
イ
ズ

に
挑
戦
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

模
型
を
動
か
し
な
が
ら
目
を
輝

か
せ
て
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
様
子
を
見
る
と
、
我
々

事
務
所
協
会
と
し
て
く
み
ん
広

場
に
参
加
す
る
意
義
を
実
感
で

き
ま
し
た
。

木
造
住
宅
の
耐
震
性
を
考
え

る
チ
ラ
シ
も
昨
年
と
同
様
に
新

た
に
配
布
し
ま
し
た
。
熊
本
地

震
で
顕
在
化
し
た
、
平
成
十
二

年
ま
で
に
建
て
ら
れ
た
木
造
住

宅
の
地
震
時
に
倒
壊
す
る
危
険

性
を
知
ら
せ
る
チ
ラ
シ
で
す
。

渋
谷
区
で
も
本
年

度
か
ら
グ
レ
ー
ゾ
ー

ン
住
宅
を
今
ま
で
の

制
度
に
含
め
運
用
し

て
い
ま
す
。
区
民
の

安
全
・
安
心
に
配
慮

し
た
制
度
拡
充
で
、

今
年
正
月
の
能
登
半

島
地
震
に
よ
り
意
識

も
高
ま
っ
て
い
ま
す

の
で
、
非
常
に
良
い

制
度
だ
と
思
い
ま
す
。

相
談
会
に
つ
い
て
は
、

本
年
は
実
際
に
図
面
を
持
参
し

て
参
加
し
た
相
談
者
の
方
も
数

名
お
り
具
体
的
な
相
談
が
で
き

ま
し
た
。

ま
た
、
例
年
同
様
に
木
造
住

宅
以
外
の
耐
震
に
つ
い
て
も
、

旧
耐
震
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

住
宅
や
共
同
住
宅
、
鉄
骨
系
あ

る
い
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
系

の
建
物
相
談
も
多
く
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
皆
様
の
抱
え
て
い
る

耐
震
の
お
悩
み
に
お
答
え
で
き

る
よ
う
来
年
も
く
み
ん
広
場
で

も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
記

渋
谷
支
部
副
支
部
長

堀
川
雅
代
）
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11
月
１
日
・
２
日
に
第
48
回
「
渋
谷
区
く
み
ん
の
広
場
ふ
る
さ

と
渋
谷
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
広
く
多
く
の

皆
さ
ん
の
来
場
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

↑メインステージの様子↑「渋フェス」名物 パレードの様子

↑耐震クイズ、木造骨組模型を動かす様子

「渋谷区くみんの広場」「渋谷フェスティバル」は、11月の第1土・日曜の2日間に代々木
公園で開催する、渋谷区の最大規模のイベントです。渋谷を愛する人々が手を結び、「わ
が街と誇れる渋谷」の形成を目指す区民の集いとして、区民と区が一体となって発展して
まいりました。この「渋谷フェスティバル」は、昭和53年に第1回をスタートして以来、今
回で48回目を迎え、回を重ねる毎に出会い・ふれあい・交流の場として、地域連帯の輪を
ひろげています。 https://www.shibuya-fes.online/about.html

↑建築士事務所協会渋谷支部 ブース
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令
和
七
年
十
月
三
十
日
午
後
、

Ｊ
Ｒ
高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
駅
南
改

札
に
て
集
合
し
、
駅
周
辺
の
再
開

発
エ
リ
ア
を
巡
る
見
学
会
が
Ｊ
Ｒ

東
日
本
建
築
設
計
の
案
内
に
よ
り

開
催

さ
れ
た
。
参
加
者
は
一
般

正
会
員
二
名
、
３
Ｂ
役
員
一
名
、

支
部
役
員
十
五
名
の
計
十
八
名
で

構
成
さ
れ
、
都
市
空
間
の
変
化
を

多
角
的
な
視
点
か
ら
体
感
す
る
貴

重
な
機
会
と
な
っ
た
。

高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
駅
は
、
東

京
都
港
区
に
位
置
す
る
Ｊ
Ｒ
東
日

本
の
新
駅
で
、
令
和
二
年
年
三
月

十
四
日
に
開
業
。
山
手
線
・
京
浜

東
北
線
が
乗
り
入
れ
て
い
る
。
地

上
三
階
・
地
下
一
階
建
て
の
橋
上

駅
で
、
隈
研
吾
氏
に
よ
る
折
り
紙

や
障
子
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
「
和
」

の
要
素
を
取
り
入
れ
た
未
来
的
な

デ
ザ
イ
ン
が
特
徴
。
吹
き
抜
け
構

造
と
大
き
な
ガ
ラ
ス
面
に
よ
り
、

駅
と
街
が
一
体
と
な
る
空
間
を
演

出
し
て
い
る
。

駅
構
内
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
見

学
で
は
、
改
札
を
出
る
と
す
ぐ
に

広
が
る
商
業
施
設
と
の
連
続
し
た

空
間
が
印
象
的
だ
っ
た
。
駅
が
単

な
る
交
通
の
結
節
点
で
は
な
く
、

街
の
一
部
と
し
て
機
能
し
て
い
る

様
子
が
う
か
が
え
た
。

駅
周
辺
は
「T
A
K
A
N
A
W
A
G

A
T
E
W
A
Y
C
IT
Y

」
と
し
て
、
旧

田
町
車
両
セ
ン
タ
ー
跡
地
約
十
三

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
再
開
発
し
、T

H
E
L
IN
K
P
ILL
A
R
1
N
O
R
T
H
/S

O
U
T
H

に
は
オ
フ
ィ
ス
・
商
業
施

設
・JW

マ
リ
オ
ッ
ト
ホ
テ
ル
が

入
居
。
泉
岳
寺
駅
隣
接
のT

H
E
L

IN
K
P
ILLA

R
2

や
文
化
創
造
棟M
o
N
T
a
ka
n
a
w
a

、
高
層
賃
貸
住

宅T
A
K
A
N
A
W
A
G
A
T
E
W
A
Y
C

IT
Y
R
E
S
ID
E
N
C
E

な
ど
が
順
次

整
備
さ
れ
る
。

T
H
E
LIN

K
P
ILLA

R
1
N
O
R
T

H
/S
O
U
T
H

で
は
、
か
つ
て
築
堤

に
使
わ
れ
て
い
た
石
材
の
再
利
用

や
、
線
路
跡
な
ど
鉄
道
の
歴
史
を

感
じ
さ
せ
る
意
匠
が
随
所
に
見
ら

れ
、
新
旧
が
融
合
す
る
空
間
は
都

市
の
記
憶
を
現
代
に
引
き
継
ぐ
試

み
と
し
て
参
加
者
の
関
心
を
集
め

た
。
地
下
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
フ

ロ
ア
も
見
学
。
あ
い
に
く
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
て
お
り
内
部
の
見

学
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
規
模
に

応
じ
て
分
割
可
能
な
多
目
的
ホ
ー

ル
は
利
便
性
の
高
い
施
設
で
あ
っ

た
。ま

た
、
六
階
の
レ
ン
タ
ル
ラ
ボ

「L
is
h

」

で
は
、
大

手
企
業
と

ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
が

共
創
す
る

場
と
し
て

の
可
能
性

を
体
感
。

新
し
い
技

術
や
ア
イ

デ
ア
が
交

差
す
る
こ
の
空
間
は
、
未
来
の
都

市
を
形
づ
く
る
種
が
育
ま
れ
る
場

所
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。
普
段
は

会
員
企
業
し
か
入
れ
な
い
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
製
品
等
が
展

示
さ
れ
て
お
り
、
参
加
者
の
関
心

も
高
か
っ
た
。

「T
A
K
A
N
A

W
A
G
A
T
E
W
A

Y
C
ITY

」
で
は
、

自
動
走
行
モ
ビ

リ
テ
ィ
「iino
」

や
ロ
ボ
ッ
ト(
下
写
真)

に
よ
る
フ
ー

ド
デ
リ
バ
リ
ー
、S

u
ica

連
携
の

ス
マ
ー
ト
健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン®

、

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
な
ど
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
機
能
も
充
実
。
サ
ー
キ
ュ

ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
や
都
市O

S
整

備
な
ど
、
持
続
可
能
な
都
市
づ
く

り
の
実
験
場
と
し
て
の
役
割
も
担
っ

て
い
る
。

ま
た
、
明
治
五
年
に
日
本
初
の

鉄
道
が
海
上
を
走
っ

た
「
高
輪
築
堤
」
の

保
存
・
公
開
も
予
定

さ
れ
て
お
り
、
国
指

定
史
跡
と
し
て
橋
梁

部
や
信
号
機
土
台
な

ど
を
現
地
保
存
・
移

築
。
歴
史
と
未
来
が

融
合
す
る
街
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

見
学
後
は
一
度
解

散
し
、
自
由
行
動
を

経
て
レ
ス
ト
ラ
ン

「T
he
P
ublic

P
lac

e

」
に
て
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
た
。
参
加

者
同
士
が28

階
か
ら

の
夜
景
を
楽
し
み
つ

つ
交
流
を
深
め
、
都
市
開
発
の
現

場
を
振
り
返
る
時
間
と
な
り
、
今

後
の
都
市
づ
く
り
へ
の
関
心
と
期

待
が
高
ま
る
ひ
と
と
き
と
な
っ
た
。

高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
駅
周
辺
の

開
発
は
、
都
市
の
未
来
と
過
去
が

交
差
す
る
貴
重
な
フ
ィ
ー
ル
ド
。

渋
谷
と
は
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で

進
む
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
東

京
の
多
様
性
を
象
徴
す
る
存
在
と

な
り
そ
う
だ
。

（
記

渋
谷
支
部
副
支
部
長

谷）
協 力 会 員 コ ー ナ ー

協 力 会 員 の 皆 様 の 紹 介 欄 で す 。 Ｐ Ｄ Ｆ 又 は Ｊ Ｐ Ｅ Ｇ で

お 送 り い た だ き ま し た ら こ の 欄 に 載 せ ま す 。

令和8年 1月 23日 (金 )渋谷支部新年賀詞交歓
会を開催致します。 12月上旬にご案内いた
しますので皆様ご参加の程よろしくお願い
いたします。

高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
見
学
会

高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
駅
周
辺
の
未
来
を
歩
く

都
市
と
歴
史
が
交
差
す
る
空
間
体
験

→
「T

A
K
A
N
A
W
A
G
A
T
E
W
A
Y
C
IT
Y

」
外
観

→

高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
駅
構
内

高輪ゲートウェイシティ ウェブサイト↑
https://www.takanawagateway-city.com/
ファーストビュー動画が立体的に高輪を一望でき
る素晴らしい動画なのでご覧ください

←
駅
構
内

↑LiSH 案内板


